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合繊 メーカーと織布 ・染色企業の企業間関係

山 口 勝 則

1課 題

本稿の課題は,ポ リエステル長繊維織物を中心とする合繊長繊維織物の生産

において分業関係にある合繊 メーカー と織布 ・染色企業uO.)企業間関係の特徴

を明らかにすることである。

これまで製造業の下請 ・系列関係 についての研究は,中 小企業論の分野を中

心に数多くの業績が蓄積されてきた。そして1970年 代以降,わ が国の製造業の

国際競争力の高まりや受注企業側の専門技術 ・研究開発力の蓄積を背景にして,

研究における 「視点の多様化」 と 「方法的な多様化」が進展 して きた2)。ま.た

下請制における生産システムや,発 注企業と受注企業の企業間関係に対 して,

効率性や自立性 ・従属性などをめぐって様々な見解が提示されてきた%

ところで,近 年のこうした研究は機械工業を事例に行なわれることが多かっ

た6も ちろん,そ れは機械工業がわが国の製造業をリー ドして きた産業である

からにほかならない。 しかし,下 請 ・系列生産システムのもとでの国際競争力

の高まりや受注企業側の技術蓄積 といった傾向は,機 械工業分野に典型的に表

れた現象ではあるが,機 械工業分野のみに表れた現象でぽない。ポ リエステル

長繊維織物を中心 とした合繊長繊維織物はそうした事例の1つ としてとりあげ

1)業 界で は一般 に機屋,染 工場 と呼ばれてい るが,本 稿では織布企業,染 色企 業 とする。

2)近 年の研究 の動向 につ いて は,渡 辺幸男 「下請 ・系列中小企業」中小企業事 業団中小企業研 究

所編 『日本 の中小企業研 究1980-19891(第1巻 成 果 と課題)同 友館,1992年,に 詳 しい。

3)こ う した議論 をい くつかの類型に整理 した もの として,上 記論文のほか,太 田進一 「最近 の下

請制論の動 向と概念の再検討」 『同志杜商学』 第43巻 第5号, .1992年2月,な どがあ る。
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ることができよう。

わが国の合成繊維業界は台湾 ・韓国の台頭やプラザ合意を契機 とした円高の

進行によって厳 しい国際競争にさらされたが,1980年 代後半,ポ リエステル長

繊維織物の 「新合繊」に代表されるような高付加価値製品の開発によって非価

格競争力の強化に成功 した。同時にこの過程で,わ が国に特徴的といわれる合

繊メーカーと織布 ・染色企業との間の緊密な取引関係にもとつく生産システム

と,織 布 ・染色企業側の技術力があらためて見直されることとなった㌔

本稿ではこれ らの動向をふまえ,具 体的には織布 ・染色企業側の技術蓄積と

依存関係の変化,取 引先の複数化,自 販(自 社製品の販売)へ のとりくみ,お

よびそれにともなうコンフリク トの調整のあり方に焦点をあて,こ れまで必ず

しもこうした脈絡で取 り.Lげられることが多 くなかった合繊メーカーと織布 ・

染色企業の関係の特徴を明らかにしていきたい。時期 としては1980年 代から

1990年代初めにかけての動向を中心にとりあげ,ま た織布 ・染色企業について

は専門技術と商品開発力の蓄積を進めている上位層を対象 とする%

以下,ま ず 且で合繊メーカーと織布 ・染色企業の分業関係を概観する。皿で

は製品の高付カロ価値化 と織布 ・染色企業の技術蓄積にともなう依存関係の変化

を示す。Wで はそうした織布 ・染色企業の取引先の複数.化・自販化への動 きと,

それにともなう合繊メーカーとのコシ..フリク トの調整のあ り方について考察す

る。最後にVで,合 繊メーカー と織布 ・染色企業の関係の特徴 を整理 し,小 指

とする。

4}た とえば,通 商産業省 編 「産業科学技術 の動向 と課題』1992年,日 本化学繊維協会編 「ボー ダ

レス時代 における合繊 産業のあ り方』1993年,な ど。

.5)本 稿では発注企業を合繊メーカーに限定 し,商 社 は対象か らはず してい る。

なお,本 稿 のための資料 収集,ヒ ア リング調査 の主 要部分 は1993年 に行い,本 稿 はそれ らを

ペー スに執筆 した。 しか し,そ の後 為替相場 の急 激な変動 を うけ,わ が 国の製造業 はよ りきびし

い環境 に直面 してお り,こ の業界り今後の展開について も未知 数の部分が多 い。ただ,本 稿 の目

的 は最新の動向を叙述す ることにあ るのではな く,本 稿 で対象 とした特定 の時期 におけるこの業

界 の企業 間関係 を分析する ことの意義は損 なわれていない,

ー
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H分 業 関 係 と プ ロ ダ ク シ ョン ・チ ー ム

1.分 業関係

まず,ポ リエステル長繊維織物の製造工程の概略をみておこう(表1参 照)。

ポリエステ,レ艮繊維織物は,① 低分子化合物(モ ノマー).を 重合 して合成高

分子(ポ リマー)を 作 り,紡 糸 ・延伸工程を経て原糸にする原糸製造段階 ②

糸を複合化させたり,..糸に各種の加工を施 し風合いを改良する糸加.1段 階 ③

織機で織るまでに必要な整経 ・のりつけ(サ イジング〉等の準備主程,お よび

たて糸とよこ糸を交錯させて織物にする製織工程等の織物製造段階.④ 織物製

造 までに付着 した不純物を除去する精練,織 物を染料で着色する染色,風 合い

や性能を改良す る仕上げ加工等の染色加工段階,の 諸工程 を経 る。こうして生

表1ポ リエステル長繊 維織物 の製造工程 の概 要
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低分子化合物(モ ノマー)を結 合させ て高分子(ポ リマー)をつ くる。

溶融状 態のポ リマーを ノズ ルか ら紡糸す る。

ポ リマー分 子を引 き伸 ば し糸の性 質を安 定化 させ る。

種類の違 う糸を2本 以上撚 り合 せて特殊 な効果 を持 たせ る。

伸縮性 ・かさ高性 をあたえ風合いを改 良する。

経糸に糊をつ けて補強 し製織能率や品質を改 良する。

製経 ・管巻 きの準 備 として糸を巻 き返す。

経糸の必要本数を必 要な長 さだけ並 べて巻 き上げる。

経糸 と緯糸を交錯させて織物をつ くる。

不純物 を除去 して清浄 にす る。

繊維中 に含 まれ る色素 を除去 して 白くす る。

染液 に浸 して全体を同 じ色 に染色す る。(無 地染め児

印捺操作 によ り模様染めす る。

繊維の性質を利用 し主 と して物理的作用 によって仕 上げる。

欠点の改善や新機能付与のため合成樹 脂や薬剤で仕上げる。

注1:原 糸は糸加工工程 を経 て織物製 造工程 に供給 され るもの と,そ れらを経ず に供給 され る も

の とがあ る。通常,高 付加価値品 と呼ばれ るもOは 糸加工工程を経る。

注21一 部 を省略 してい る。

出所:.各 種資料 をもとに作成。
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産 され た テ キ ス タ イル製 品 が アパ レル産 業 等 に 供 給 さ れ る。

国 内で ポ リエ ス テ ル長 繊 維 を生 産 して い るの は,実 質 的 に は 東 レ,帝 人,旭

化 成,東 洋 紡,鐘 紡,ユ ニ チ カ(日 本 エ ス テ ルを 含 む),ク ラ レ,三 菱 レイ ヨ

ンの.8社 〔い わ ゆ る 「合繊8社 」)で あ る。 本 稿 で 合繊 メー カー とい う時 は そ

れ らを念 頭 に置 いて い る。 各 社 の シ 土 アは 表2の 通 りで あ る 。

表2ポ リエ ス テ ル長 繊 維 シ ェ ア

順位 企 業 比率(%)

1 帝 人 26.O

2 東 レ 24.1

3 ユ ニ チ カ 11.7

4 東 洋 紡 10.5

5 鐘 紡 7.6

そ の 他 20.1

出所 日経 産 業新 聞社編 『レ94市場 占

有率」,1993年 り

糸加工,製 織準備,製 織についてはそれ

ぞれを専業とする企業が存在する。ただし,

織布企業のうち本稿で対象とするような比

較的規模の大きい有力な企業は,製 織工程

に加え,糸 加工,製 織準備の諸工程を一貫

して経営している。なお,規 模 としてはそ

れらのほとんどが中小企業である。

染色加工段階を担う染色企業は織布企業

に比 べ 概 して企 業 規 模 は 大 きい 。 た とえ ば 合繊 長繊 維織 物 の 染色 企 業 の 中 に も,

セ ー レ ン,小 松 精 練,妾 カ イ オー ペ.ックス,倉 庫 精 練,岐 セ ン とい っ た上 場 企

業 が あ る(後 の2社 は二 部)。 ただ し,合 繊 メ ー カ ー に比 べ る と規 模 は小 さい 。

2.テ ヨ ップ品 の 生 産 と プ ロ ダ ク シ ョン ・.チ.一ム

合 繊 メー カー は 自社 で 生 産 した 原 糸 ・原 綿 の うち,何 割 か を 自社 の リス クで

生 産 ・販 売 す る織 編 物 等 に投 入 して お り,残 りを 商社 等 に販 売 して い る(図1

参 照)。 そ して こ の合 繊 メー カー の リス クで 生 産 され る織 編 物 は チ ョ ップ品 と

呼 ばれ て い る。 これ は生 機 で 売 られ る もの もあ れ ば,染 色 加.【.:を施 して売 られ

る もの もあ る。

合 繊 原 糸 ・原 綿 の 生 産 量 の うち チ.ヨ ップ 品 に投 入 さ れ る 割合 は,各 社 毎 に ま

た 素 材 別 ・用 途 別 に多 様 で あ る。 ポ リエ ス テ ル 長繊 維 に 限定 して も差 が あ り一

概 に言 え ない が,衣 料 用 の 場 合,全 生 産 量 の 約30-40%程 度 が糸 売 り,残 りが..

加 工 糸,生 機,染 め 上 げ 品 の 各 形 態 で 売 られ る もの と推 定 さ れ る(表3参 照)。

,』溜

1
.

潮
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図1ポ リエ ステル長繊維織物 の生産 ・流通の概要
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注1;実 線 はチ ョップ品.点 線 は商社等の アンブ ラン ド品。

注2=合 繊 メー カーと生地問屋.ア パ レル ・メー カーの間

に商社が介在す る場合があ る。

注3:織 布 ・染色企業等 の自販品 は省略 した。

出所:各 種資料 およびヒアリングを もとに作成。

表3衣 料用ポ リエステ ル長繊維 の糸売 りの比 率 (月 産 ト ン)

企 業 生産量 その うちの糸売 りの量

帝 人 6,800 3.000弱(44%)

東 レ 5,800 2,100(36%)

鐘.紡 2,800 1、000(3砺)

三 菱 レ イ ヨ ン 2,500 800(32%)

ユ ニ チ カ 2400
,

900(38%)

旭 化 成 2,200 500(23錫)

東 洋 紡 1,900 850(45%)

.ク ラ レ 1,550 250〔16%)

出所=田 浦研 一r北 陸産地の新たな潮流』 日本合成繊維新 間社,1992年,

よ り作成。

1

ポ リエ ス テ ル長 繊 維 織 物 の場 合,合 繊 メー カー は 自社 内 に 糸加 工,製 織,染

色 加 工 等 の工 程 の設 備 を基 本 的 に所 有 して お らず,チ ョ ップ 品 の生 産 にあ た っ

て は外 部 の企 業 に加 工 を委 託 して い る。 東 レを例 にあ げ る と,1989年 の時 点 で

オ ン ラ イ ン シス テ ムで 結 ば れ た織 布企 業23社,染 色 企 業10社 が東 レの チ ョップ

品 の85-90%を 生 産 してい た5♪。
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こ う した 合 繊 メ ー カー の チ ョ ップ品 の 生 産 を 受 け持 つ 委 託 加 工先 の企 業 群 を

各 社 と もPT(プ ロ ダ ク シ ョン ・チ ー ム)と 呼 ん で い る7}。た だ し,PTに 厳

密 な定 義 が あ るわ けで は な く,取 引 関 係 の 濃 淡 の 度 合 い に お い て,あ る い は外

注 管 理 上 の ラ ン ク にお い て,合 繊 メ ー カ ー側 が ど こま で を 自社 のPTと 位 置 付

け るか は ま ち ま ちで あ るB}。な おPTの 中 に は 合 繊 メ ー カ ー の 関係 会 社 も存 在

す るが,多 くは 資 本 関 係 は な い か,あ っ て も弱 い 。

チ ョ ップ品 の 生 産 に お い て は,合 繊 メ ー カ ー とPTと の 問 に総 合 商 社 ・座 元

商 社 等 が 介 在 す る場 合 とそ うで な い 場 合 とが あ る。 介 在 の 仕 方 に は 合 繊 メ ー

カー 毎 に特 徴 が あ る が,一 般 的 に は有 力 な織 布 企 業 と の 間 に は商 社 は介 在 しな

い とい う傾 向 が み られ る。 ま た,染 色 企 業 と の 問 に も商 社 はあ ま り介 在 して い

な い 。

3.織 布 ・染 色 企 業 の専 属 性

織 布 ・染色 業 界 は従 来 か ら賃 加 工 依 存 度 が 高 い が,特 定 の.発注 者 へ の 専 属 性

につ い て は織 布 と染 色 で 違 いが あ る。

織 布 企 業 は概 して特 定 の発 注 者 へ の 専 属 性 が 高 い 。 合繊.メー カー に 自 らのP

Tと 位 置 付 け られ てい る企 業 にお い て は,受 注 の5-8割 をそ の 合繊 メー カ ー

か ら受 け,残 りを商 社 か ら受 け る とい う場.合 が 多 い 。 従 来 は 複 数 の 合 繊 メー

カ ーか ら注 文 を受 け る とい う ケー ス はあ ま りみ られ な か った 。

これ に対 して,染 色 企 業 は特 定 の 発 注 者 へ の専 属性 は低 く,受 注 先 は よ り分

散 してい る。 た と え.ば,小 松 精 練 ・サ カ イ オ7ペ ッ クス は 東 レ系,ウ ラセ ・キ

タ セ ンは 帝 人 系(キ タセ ンは帝 人 の100財 子 会 社)と い うよ うに取 引 上 メ イ ン

6〕 「合繊 テキスタイル業界一 加⊥流通をオンライン化」「繊研新聞」198933月23日 付。

7}レ ーヨン時代の人絹史メーカー一による賃織 り.合繊年産開始後の合繊メーカーによる系列化,

PTの 発足の経緯等については野日本長期信用銀行調査部1合 成繊維..一糸以降における企業系

列」1960年,日 本化学繊維協会編 「日本化学繊維産業史.11971年など。なお,合 繊長繊維織物は

福井 ・石川を中心とした北陸地方がわが国歳大の産地であり,各社のPTも 北陸を中心に組織さ

.れている。

8}し たがって,先 にあげた東レの例 もそれがPTの 範囲と一致 しているとは限らない。特.に染色

企業ぽ後述のように取引先が分散化 していることもあり,PTと の関係はあいまいである。
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で あ り,比 較 的 関 係 め 深 い 発 注 者 ば あ る程 度特 定 で き る。 しか し,そ う した 発

注 者 が 各 染 色 企 業 の 受 注 高 に占 め る シ ェ アは織 布 の場 合 ほ ど高 くない 。 あ る有

力 な染 色 企 業 を例 にあ げ る と,合 繊 織物 加工 の うち,年 間加 工 数 量 の約90%が

委 託 加 工(残 り約10%は 自販)で あ った が,委 託 加工 の うち加 工 金 額 で 王位 の

.発注 者 が 約22%,2位 の 発 注 者 が 約17箔 とい う比 率 で あ った9}。

こ う した違 いの 理 由 と し て は次 の 点 が あ げ られ よ う'%

糸 加 工 ・織 布 工 程 は工 場 ご との 生 産 規 模 が概 して小 さ く,そ れ らを系 列 化 し

て も工 場 ご と の コ ンビ ネ ー シ ョン に よ っ て製 品 の 多 品 種小 ロ ッ ト化 が可 能で あ

る。 これ に対 し,染 色 加 工 工 程 は装 置 型 産 業 と して の 性 格 を持6て お り,工 場

ご と の生 産 規 模 も大 き い。 した が って これ を単独 の系 列 内 に お く こ とは,そ こ

で の生 産 ロ ッ トの縮 小 ・生 産 効 率 の 低 ドを招 くこ と に な る。 この た め,む しろ

素 材 や 商 品 ア イ テ ム ご と に染 色 企 業 の す み わ けが 成 立 した 。 ま た地 域 の染 色 企

業 が 合 同統 一 され て き た とい う側 面 も関 係 して い る。

こ の よ うに,.染 色 企 業 は受 注 先 を複 数 化 させ て い る。 た だ し,東 レ系 と言 わ

れ る染 色 企 業 は帝 人 と は,ま た 帝 人 系 と言 わ れ る 染色 企 業 は東 レ とは,こ れ ま

で あ ま り取 引 を行 な っ て こ なか った 。 東 レと帝 人 は ポ リエ ス テ ル長 繊 維 で 首 位

を 争 う企 業 で あ り,こ れ は 自動 車 工 業 に おい て トヨ タ系 の 部 品 メー カー が 日産

とは,ま た 日産 系 の部 品 メ ー カー が トヨ タ とは あ ま り取 引 を行 な つ.てこなか っ

た とい う関係(た だ し,周 知 の とお り自動 車 工 業 にお け る こ う した 関係 は近 年

い くつ か の変 容 をみ せ て い る〉 と似 て い る。

III依 存関係の変化

かつて合成繊維の生産が開始された当時において,合 繊メーカーは織布 ・染

色加工等の各企業に対して,技 術指導 ・設備貸与 ・資金援助 ・業務保証等を行

9>「 有価証券報告書総 覧」 および ヒアリングによる.

10}「 わが 国合繊 ・紡績企業 の川中事業拡大 ・強化の 方向」 『興銀調 査』第202号,1980年,No.3.

54～55ペ ー ジ。自江一昭 「北 陸の.染色整理 業の現 状」『化繊月報』1986年7月 号,64ペ ージ。
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な い,ま た そ れ らは系 列 化 の手 段 と もな った 。

しか し合繊 メー カー とそ れ らの企 業 との関 係 は徐 々 に変 化 し,現 在 で は 設 備

貸 与 ・資 金 援 助 ・業 務 保 証 等 は あ ま り行 な わ れ な く な って い る,0。 技 術 面 に お

.い で も,今 日で は 有力 な織 布 ・染 色 企 業 の場 合,合 繊 メー カー へ の 一 方 的 依 存

とい う性 格 は薄 い 。以 下で は,1980年 代 以 降 の テ キ ス タイ ル製 品 の 動 向 お よび

有 力 な織 布 ・染色.企業 に お け る技 術 蓄積 に と もな う合 繊 メー カー との 関 係 の 変

化 につ い て み て い こ う。

1.製 品の高付加価値化 にともなう川中技術の重要性

わが国の合繊 メーカーは,第 ユ次石油危機による原料価格の上昇と,そ れに

ともなう国際競争力の低下,定 番品分野における韓国 ・台湾の追い.Lげ,消 費

者ニーズの多様化 ・個性化の進展などの環境変化に対応するため,高 付加価値

商品の開発を指向することになった。そしてその結果,素 材面での開発にとど

ま.らず,糸 加工,製 織 染色加工などの技術が従来以 ヒに重要な意味を持つこ

とになった。たとえば,1970年 代にブームとなったポリエステルジョーゼ ット.、

は,合 繊メーカーが開発 した異形断面糸に代表されるシルキー調素材,織 布企

業の強撚製織技術,染 色企業が開発 した減量加工技術が結びついた商品であっ

た。

こうした高付加価値商品の開発は1985年 以降急速に進行 した円高によって,

さらに重要な課題 となり,1988年 後半頃から登場 した新合繊の例では,ジ ョー

ゼット以上に,工 程の各段階での付加価値の付与,そ れ らを通 じた独特の高感

性の発現が重視されている(図2参 照)。 それに加えて新合繊では,原 糸段階

で原料ポリマ乱の改質 ・複合化が行なわれていること等をはじめ,従 来以.ヒに

特殊な性質の糸であることから1そ れを扱えるような技術 とノウハウを持った

織布 ・染色企業はよ り限られることになった12㌧そのため.合繊 メーカーが新素

11}福 井県繊維協 会 ・福井 産地体質改善方策研究委.員会 「「メーカー系列化体制 と産地 との結びつ

き」 について」 『化繊月報」1986年6月 号、58ペ ー ジ。また ピア ワングに もよる。

網

図
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図2ニ ューシル キー合繊織物の要素技術 と効果

要素技術 効 果

紡糸原液

均一微粒子混入

外部微多孔化

共重合化

(表面 凹凸化〉

(基質変化〕

/プ ライ トネス

ぬめ り感,UVカ ッ ト性

深色,鮮 明性

異形断面,中 空系

特蝋 嘱
一 画「

混 織

〆
〆

,'
.〆

異収縮混織........

異繊度混織!
一"7「..

撚糸複合加工i!

(断面形状)

糸 加 工

(繊度)

ドライ 感,シ ル キ ー ダ ッチ

(糸長兼)

ソ フ トタ ッチ,ふ く らみ 感

〆 ふ くらみ感.
. く 気 一張 り,腰,反 発性

後 加 工

アルカ リ減量

起 毛加L

嫉η[1[:

プ ラズマ加工

(繊 度 差)一 シ ャ リ味,清 涼 感,ド ラ イ感

張 り,腰,反 発 性

(難幣幽 く カラー ミック ス効果

ふ くらみ,暖 か さ

(難)くlllr
など

注;新 合繊 は上記の ニューシルキー素材 に加 えて,ニ ュー梳毛素材,レ ーヨン調素材,薄 起毛調

素材.の4つ のタイプの 素材.に分類 される。

出所;宮 本武 明 ・本宮達也 『新繊維材料 入門』B刊 工業新聞社,1992年,117ペ ージよ り引用。

材 の製 品 化 に あた って,他 社.系列 の 企 業 に ア プ ロー チ す る とい った例 もみ ら れ

た1帥。 ま た,染 色 加 工 で は特 に す ぐれ た 技術 力 が 必 要 で あ る と言 わ れ て お り,

この 技 術 を開 発 して い るの は数 社 とみ られ て い る[4,』

国内で生産される製品の高付加価値化は今後も指向されていくことが予想さ

12)た とえば,ウ ラセ(本 社 ・福井 県鯖江市)の 場 合,「 単純な織物の染めば四工程 ほどで済 むが ,

新 合繊 とな ると二 十工程 近 い。手 間がかか る」 な ど.「 よみがえ る合繊 産地 ㈲」 『朝 日新聞』

工四2年4月3日 付。また,同 記事で も指摘 され ているように,....般に新.合繊では 「織 りや染めの

段階で,従 来の数倍 の精度の温度 管理」 が要求 される。

13>瓦 林由紀夫 『ジ ャパ ン ・オIJジ ナル』 日本繊維新聞社,1993年,112ペ ージ。

】4)平 井東幸 『繊 維業 界』教育社,1991年6月,164ペ ージ。'
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れ,糸 加 工 ・織 布 」染 色 工 程 の 重 要 性 は 引 き続 き高 い 。 この た め そ う した高 付

加 価 値 化 に対 応 し うる織 布 ・染 色 企 業 は 合 繊 メー カー に と って ま す ま す重 要 な

存 在 とな りつ つ あ る。

2.織 布 ・染 色 企 業 に よ る生 産 ・加 工 技 術 の 独 自の 蓄 積

機 械 振 興 協 会 経 済 研 究 所 が,福 井 ・石 川 両 県 の 織 布 企 業 を 対 象 に 実 施 した ア

ン ケ ー ト調 査 に よ れ ば15》,「品 質 管 理 」・「生 産 ・加 工 体 制 の 改 善 」・「工 程 管

理 ・日程 計 画 」 の3つ の 項 目 につ い て,「 親 企 業 か らの 指 示 」 や 「親 企 業 と共

同」 で は な く,「 自社 独 自」 で 対 応 す る と答 え て い る企 業 が それ ぞ れ55.6%,

53,8%,64,6%に 達 して い る。 ま た規 模 別 で は.ヒ位 企 業 層 ほ どそ の 傾 向 が 強 い

とい う結 果 が 出 て い る。

染色 企業 を対 象 と した 同様 の調 査 は行 なわ れ て い ない が,筆 者 が 行 な った ヒ

ア リ ン グに よれ ば,.ヒ 位 層 の場 合,織 布 企 業 以 上 にそ う した 対 応 は 自社 独 自で

行 な わ れ る こ とが 多 い よ うで あ る。."

生 産 ・加 工 体 制 の改 善 との 関連 で は,有 力 な織 布 ・染 色 企 業 は,製 品 の 差 別

化 や コス トダ ウ ン に独 自に対 応 す る た め に,繊 維 機 械 メ ー カ ー に機 械 に対 す る

各 種 の 改 善 の ア イデ ィ.アを提 示 し,自 社 専 用 の機 械 を導 入 して い る。 また,大

手 の 染 色.企業 の 中 には,.自 社 の グル ー プ 内 に繊 維 機 械 製 造 ・染 料 薬 品 製 造 の 会

社 を持 ち,独 自 に機 械 設 備 ・染 料 ・薬 品等 の 開発 を行 な って い る もの も存 在 す

る。

筆 者 の ヒア リン グ調査 等 か ら判 断す る と,前 述 の ア ンケ ー トで 「自社 独 自」

で 対 応 す る と 回答 した企 業 す べ て が,発 注 者 か らの指 導 を一 切 受 け て い ない と

は考 え に くい が,有 力 な織 布 ・染 色 企 業 の場 合 は合 繊 メー カー に対 す る生 産 技

術 面 で の 自主 性 は高 くな る傾 向 にあ る とい え よ う。

他 方,合 繊 メ ニ カ 「 に も織 布 ・染色 加工 関 連 の技 術 者 は存 在 し,自 社 内 の研

15>河 崎豆 州夫 「繊維 産業(合 繊長繊維織物)」 機 械振興 協会経済研 究所 『機械 お よび繊維産業 に

お ける技術革新 と下請生産構造の変化11982年3月,298-299ペ ージ。
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究 開発 部 門等 で研 究 開 発 が 行 な わ れ て い る。 そ こで は 糸 の物 性 との 関 連 で,糸

加 工 ・製 織 ・染 色 加 工 の.各工程 に お け る加 工 条 件 等 を研 究 す る,い わ ば 糸 に 関

わ る研 究 に加 えて,.コ ス トダ ウ ンの た め の織 機 の改 良や,加 工 法 の 開発 な ど各

」:程そ の もの の研 究 開 発 も行 な わ れ て い る。 そ して そ う した成 果 は,PTの 企

業 に移 転 され て い る。

しか し,こ う した 合繊 メー カーか らの技 術 指 導 の持 つ 意 味 は織 布 企 業 側 の 技

術 レベ ル に よ って も差 が あ り,上 位 層 で は.合繊 メー カ ー等 か ら指 導 を受 け る比

重 が 減 る傾 向 にあ る とい う こ とは先 にふ れ た とお りで あ る。

加 工 法 の開 発 につ い て も,有 力 な 染 色 企 業 は基 本 的 に 合繊 メ ー カ ー の 開発 力

を上 回 って い る と言わ れ て い る。 ま た,.合 繊 メ ー カ ーが 開発 した 加工 法 につ い

て も,そ れ を 不.合格 反率 を極 力 減 ら し量 産化 す る際 に は,染 色 企 業側 の独 自の

ノ ウハ ウに頼 らざ るを え な い面 が あ る。

この よ うに今 日で は有 力 な織 布 ・染 色 企 業 は,糸 加 工 ・製 織 ・染.色加工 等 の

生 産 加工 技 術 につ い て は,基 本 的 に合 繊 メ ー カ ー に.対す る依 存 度 が低 い 。

3.商 品 開発 に お け る織 布 ・染 色 企 業 の 役 割 の 変 化

合 繊 メー カ ー の テ キ ス タイ.ル製 品 の 商 品 開 発 は,基 本 的 に は 合 繊 メ ー カ ー が

需 要家 で あ る アパ レル ・メー カー 等 の ニ ー ズ(近 年 で は 小 売 業界 も含 ま れ る)

を収 集 し,ま た 独 自 に フ ァ ッシ ョ.ンの 動 向 を研 究 して,開 発 の 方 向性 を 決 め て

い ぐ%そ して か つ て は,織 布 ・染色 企 業 側 は 合 繊 メニ カ「 か ら指 示 され た規

.格 ・加 工 条 件 通 りに生 産 す る にす ぎな か った 。

しか しテ キ ス タイ ル 製 品 の 高付 加 価 値 化,多 品 種 小 ロ ッ ト此 等,今 日の ニ ー

ズ の多 様 化 に よ っ て,し だ い に 合 繊 メー カ ー主 導 型 の 「"お仕 着 せ"発 注 に よ.

る方 法 だ けで は 間 に 合 わ な171く な りつ つ あ る。 こ の た め 合 繊 メ ー カ ー 側 はP

16)ア パレル製品の素材開発におけるア〉{レル ・メ一々一と素材供給業者の関係については
,木 下

明浩 「アパ レル ・メーカ一一 素材供給業者聞関係の分析」向壽一 ・中西 ・正編r現 代 日本の技

術と経済』同.文舘,ユ9認年,に 詳し.い。

17)「 東 レが 『織物開発表彰」実施」『繊研新聞」1988年6月13日 付。
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Tの 自主 開 発 力 を引 き出 し'帥,.相互 の技 術 を生 か して開 発 を進 め る とい う体制

を 取 り始 め て い る 。 そ の結 果,商 品 開発 に お け る織 布 ・染 色 企 業 の 役 割 は 変 化

し,近 年 で は 合繊 メ ー カ ーが 技 術 力 の あ る織 布 ・染 色 企 業 と開発 段 階 か ら共 同

で 作 業 を行 な う とい う形 態 が 増 えつ つ あ る。 「両 者 は.単に注 文 をや り取 りす る

以 上 の 関係 に な りつ つ あ る」19切で あ る。.

こ う した動 きは委 託 加 工 に次 の よ う な変 化 を もた ら して い る。

(1)織 布

商 品 開発 に お い て試 織 の委 託 をす る際 に,か つ て は 合繊 メー カLが 織 布 の設

計 書 を書 き,加 工 条 件 も細 か く指 定 した 上 で,織 布 企 業 に委 託 を して い た。 織

布 の設 計 書 に は通 常,撚 りの 種 類,撚 り数,経 糸密 度,緯 糸密 度,織 りの組 織

図 な どが 記 載 され る。 また 加 工 条 件 と は,た とえ ば 糸加 工 の 際 の温 度 条件,サ

イ ジ ング の際 の糸 の張 力 な どで あ る。

しか し,今 日で は試 織 につ い て は,合 繊 メー カー側 が 開発 コ ンセ プ ト,商 品

の イ メ ー ジ を伝 え,織 布 企 業 側 の 商 品 開.発の担 当者 が そ れ らを も とに設 計 書 を

書 くとい う形 態 が 増 えつ つ あ る£。,。.』

加 工 条 件 につ い て は,糸 の 物 性 と関 わ る た め,新 しい 糸 の 場 合 は合 繊 メー

18)そ の一環 としてた とえば東 レ,東 洋紡 などで はyrの 織布 ・染色企業等を対象に 「織物開発表

彰 制度」,「優 良企 業表彰制度」 が実施 され てい る、「関係業者 の 自主開発力促 進」 「繊研新 聞』

1988年2刀8日 付 ひ

19)た とえば,「 クラレのポ リエステル繊維事 業本部特 別開発チームの場合,ク ラレ側 の営業担 当,

糸づ くり,織 り,染 色加工の各技術.融)ほ か に,機 屋 と染色 メー カーの技術者に問屋 かアパ レル

の担当者 を加 えた6人 前 後で構 成されてい る」。「よみが える合繊 産地 〔1町『朝 日新 聞」1992年

4月3日 付 。また,帝 人で は 「薄地差別化 主力の機屋四社,染 工場二社 と.帝 人の関係部門 とで

織物 開.発のための 「小集団活動』」が行なわれている。「帝人 織編物開発を再強化」 「繊研新聞」

1988年12月19日 付。ただ し、必ず しも各企業が一同に会 してい るわけではない。なお,こ れ らの

動 きには,PTの 各企業の技術 を活用す ることが必要にな ってい るとい う側面 と,PT馴 の士気

を高めることをね らってい るとい う側面があ る.ま た,今 日ではテキス タイルの商品開発におい

て縫 製段 階のノウハウの結集が必要な場合があ るため,さ らに縫製企業 が加わるこ ともある。

20)た とえば、田中忠織物(本 社福井県鯖江 市)め 場合,「85年 当時 は織 物設計書 を もらって,ひ

た す ら効 率的 に織 って,売 るだけだった」(「よみがえ る合繊産地 〔中〕」 「朝 日新聞』1992年4月

3日 付)の に対 し,「 メーカーか ら摺 示され た通 りの規格 で指定 の期 日に納 品す る昔 とは違 い

… …今 は自社企 画が90%」(「 生産現場 を洗 う ⑮」 『繊研新 聞」1990年5月29日 付)と なってい

る。

'
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カーからのある.程度の指示が存在する。ただし,織 布企業側のノウハウの蓄積

と,糸 の改質や複合化等により加工可能な温度 ・張力等の領域が広 くなった結

果,最 適な風合いを出 し,か つ量産段階で各種の トラブルの発生を防ぐための

、 実際の条件設定に際して,織 布企業側が独 自の工夫を加える余地が大きくなっ

た。あるいは独自の工夫を加えなければならないケースが増えてきた。

こうして設定された糸の各種加工法の温度条件,空 気噴射加工(糸 の加工

法)に おける圧力条件,サ イジング工程の際の張力等の条件は,他 の織布企業

との競争において大 きな意味を持つため,発 注者である.合繊 メーカーに対 して

も開示されない傾向が大 きくなりつつある。生産性 に関わる.各種の工程条件に

ついても同様であるq

② 染色加工

染色加工における試験加工の場合,織 布を生産する際の設計書に該当するも

のはなく,合 繊メ.一カー側は染色企業側 に対 して加工法,風 合い,色 等を指示

し,サ ンプルがある場合はそれを渡す。なお加工法にブランドがついている場

合,加 工法の指定はそのブランド名でなされる。また加工条件については糸の

物性と関わるため,新 しい糸の場合は,や はり合繊メーカーからの指示が存:在

する。

染色企業は比較的早 くか ら加工法の開発を独自に進めてお り,ま た染色加工

工程は糸加工.・織布工程に比べ,精 練 ・.漂白 ・染色 ・処理 ・仕上げの各工程で

使用する薬剤や染料の種類,温 度条件,処 理時間など独 自のノウハウの蓄積に

もとつ く.部分が大 きい。このため試験加工の委託にあたっては,合 繊 メーカー

側が加..1=法を指定する場合でも,そ の加工法は染色企業が開発 したものである

場合が多 く,ま た各工程条件等については通常,染 色企業側の企業秘密となっ

ている。

さらに,今 日では合繊 メーカー側は加工法を指定するのではなく,風 合い等

商品に関わるイメージを伝え,そ れを実際に表現するためにはどう.いう加工法

が最適であるか.を判断し決定 していく過程においては,染 色企業側がイニシア
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チ ブを 発揮 す る とい うケ ー スが 増 えつ つ あ るz%

この よ うに 試織.・試 験 加 工 段 階 に おい て,織 布 ・染 色 企 業 側 の 自主 開発 力 を

引 き出 す とい う手 法 を用 い る こ とに よ っ て,合 繊 メー カー側 の期 待 を上 まわ る

製 品 が仕 上 が る とい う効 果 が 生 じて い る。.

以 上,① 製 品 の 高付 加 価 値 化 に と もな う糸 加 工 ・製 織 ・染 色加 工 とい った川

中技 術 の 重 要性,② 織 布 ・染色 企 業 に よ る生 産 ・加 工 技 術 の 独 自の 蓄 積,③ 商

品 開 発 に お け る織 布 ・染色 企 業 の役 割 の変 化,を み て きた 。 これ らの 結 果,テ

.キ ス タ イ ル製 品 の 生 産 に お い て織 布 ・染 色 企 業 が 合 繊 メー カー の技 術 に..一方 的

に依 存 す る とい う性 格 は弱 く,合 繊 メー カ ー の テ キ ス タイ ル事 業 に と って そ う

した 有 力 な織 布 ・染色 企 業 は ます ます 重 要 な存 在 とな って きて い る靴

IVコ ン フ リク トの 調 整

ユ.織 布.・染 色 企 業 に よ.る取 引 先 ⑱複 数 化 ・自販 化

第 ㎜節 で み た よ うな 有力 な織 布 ・染 色 企 業 の場 合,独 自 の生 産 加 工 技 術 お よ

び商 品 の 自主 開発 力 を も って受 注.先を 自主 的 に 開拓 す る条 件,な い しは 自己 の

リス クで 商 品 を企 画 し販 売 す る 条件 を有 して い る。 ま た1980年 代 半 ば の 不 況 以

後,産 地 の 側 で 「個 々 の企 業 の経 営 の主 体 性 の強 化 」23},「産 地 主 体 性 の確 立」鋤

とい った 気 運 が 高 ま り,開 発 型 ・企 画提 案 型 の企 業 を め ざ そ う とい う動 きが 強

くな った 。 こ う した事 情 を 背景 に,実 際 に提 案 型 受 注 に も とつ く委 託 加 工 や 自

販 に と り くむ 企 業 が 現 わ れ始 め て い るZ㌔ そ して従 来.専属性 の 高 か った織 布企

21)た とえば,「かつては物作りにおいて客先の担当者がイニシアを発揮していたが,最 近では

我々染工場に頼ってくる,相 談を持ちかけるとい うケースが増えている.我 々が商品,技 術開発

を行い,プ レゼンテーションできる時代になってきたともいえるわけだ」など、「有力染色加工

場 トップ座談.会」「繊妍新聞」1989年3月1日 付。この発言は.合繊メーカーのPTの 染色企業の

ものではないが,こ うした状況は今H合 繊メーカーと染色企業との関係においてもみられる.

22〕 なお,PTの 企業の生塵加工技術や商品の開発力は,各 合繊 メーカー問で差がある。上.位の合

繊メーカーのPTの 企業ほど開発力を持っている。

23)福 井県繊維産業振興協議会 『ゆとりと豊かさを目指して一一福井県繊維産業活性化行動計画」

1990年,12ペ ージ。

24)石 川県繊維協会 『産地ビジョン21」1992年,26ペ ージ。

25)織 布企業の自販はほとんどが生機である。なお本稿では,自 販はテキスタイル製品分野に限ノ

.

ー



合繊メーカーと織布・染色企業間関係(363》49

業の場合でも,新 たな取引先を獲得す るに至 っているものがある。

ここで提案型受注 ・自販について簡単に整理 しておこう。通常の委託加工で

は素材である糸や生機は発注者から供給されるが,提 案型受注にもとつ く委託

加工や自販の場合は,糸 や生機を商社 ・問屋か ら自ら購入して商品開発を行う。

そ して見本反を作成 し,能 動的な営業活動が行なわれる。提案は従来の発注者

になされる場合もあれば,新 規の取引先が開拓される場合 もある。また自販は,

商品を商社等に売 ってその後の販売先は商社等に委ねられる場合と,直 接アパ

レル ・メーカーや小売店に売 り込む場合がある(こ の場合,取 引の上で商社等

が介在することがある)。ただし現状では,後 者のように直接アパレル ・小売

業界 と取引をしている企業はまだ少ない(こ の形態については後述)。

ところで このような提案型受注による取引先の複数化 ・自販化については合

繊 メーカーと織布 ・染色企業の利害は必ず しも...致しない。

た とえば特定の合繊メーカーへの専属度の高い有力な織布企業の場合,複 数

の合繊メーカーの差別化糸を扱うことによっ.て,自 社の糸加工,製 織技術を向

上させ,技 術的な間口を広げることができる。また織布 ・染色企業ともに,自

販の場合は製品情報の入手経路がよ り拡大し,企 画開発力の向.ヒが可能 となる。

そ して何よりも,よ り大きなマージンを確保できる可能性がある訪}。

一方,合 繊メーカーにとって織布 ・染色企業の取引先の複数化 ・自販化を通

じた技術力 ・企画提案能力の向 トは,自 社 との取引に限定 してみた場合,メ

リットとして考えることも可能であろう。 しか し,ま ず取引先の複数化の場合,

自社の戦略素材 ・テキスタイ.ル製品に関する技術 ・情報が他の合繊メーカーに

流出する危険性が存在する。すでに取引先を分散化させている染色企業等の場

合は秘密保持の体制が とられているが,こ れまで専属度の高かった織布企業の

＼定 して おり,異 業種への進出は収 り.ヒげない。

26)た とえば,「 やは り(.合 繊)メー カー との利 害関係 があ るので工 費面で 制約 があ る。そ うした

ら自分で作 って売 っていかない と……今後はみなさんこ うい うこと 〔自販)を やっていかれ るの

で は… …」,「要は(合 繊〉 メー カーに対 して売るの とどちらがウテ・が儲 かるか の判 断で しょう

ね」な ど。 ヒアリングによる。
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場 合 は それ が 不 十 分 で あ る こ とが あ ったπ㌔

ま た,織 布 ・.染色 と もに取 引 先 の 複 数 化 ・自販化 は,合 繊 メ ー カ ー の チ ョ ッ

.プ 品 と製 品 分 野 ・販 売 先 が 競 合 す る可 能 性 が あ る こ と,.お よ び好 況 時 に は加 工

スペ ー スが 逼 迫 し,合 繊 メー カー 側 の テ キ ス タ イル 事 業 の 障 害 とな る可 能 性 が
　の

あ る。 特 にPTの 側 の 自販 化 は,あ る質 的 ・量 的 な 水準 を超 え る と明 らか に合

繊 メー カ ー側 に と って の デ メ リ ッ トへ と転 化 す る 可 能性 が あ る銘,。

織 布 ・染 色 企 業 側 の 取 引.先の 複 数 化 ・自販化 の動 きに 対 して,合 繊 メ ー カ ー,

側 は公 式 的 に は,資 本 関 係 の 強 い 一 部 を 除 い て,そ れ は 各織 布 ・染色 企業 側 の

経 営 判 断 の 問 題 に属 し,.合 繊 メー カー 側 が そ の 是非 を 言 う立 場 に は な い,と い

う姿 勢 を とって.いる。 しか し,市 場 情 報 の 収 集,チ ョ ップ 品 へ の企 画 提 案 力 の

向上 とい う目的 に とど ま らな い 自販 化 に つ い て は,一 般 的 に 自社 に とっ て は好

ま し くない こ と と受 け と られ て い る よ うで あ る甜,。実 際 に合 繊 メ 「 カ ーの 中 に

は,何 らか の意 思 表 示 に よ り,織 布 ・染 色 企 業 側 の 自販 化 に対 して事 前 に牽 制

を行 な って い た と思 わ れ る場 合 もあ った よ うで あ る3%

2.コ ンフ リク トの 調 整

現 状 で は}織 布 ・染 色 企 業 側 の 行 動 と して は,自 販 等 を 開始 す る に あ た り合

繊 メ ー カー..側と何 らか の 相 談 の 上 で(あ る い は 相 談 は しな い が暗 黙 の 了解 は え

られ る との 判 断 の 上 で)進 め て い くとい うよ うに,合 繊 メ ー カ ー との 関係 に対

す る気 遣 い が み られ る場 合 が 多 い 。 ま た 取 引先 の複 数化 に お い て も東 レ系 ・帝

人 系 の枠 を こ えた 受 注 活 動 は あ ま りみ られ な い 。

27)実 際 に,あ る織布企業が新たな受注先の獲得を試み たが.こ の点で の信頼が得 られ なか ったた

めに断 られた とい うケースがあ った。

28)た とえば,「 や っぱ り売れ筋商 品になる とよ く似た ものが求め られ る。ど うして も末端へ行 く

と競合 します」な ど。 ヒアリングによ る.

29)た だ し,こ れは合繊メー カーによって も差はある。

30)た とえば,「 これ ら染工場が販 売す る商品 ぽ,自 分た ちの売 ってい る商品 と競合す る。そ こで

r自分 の ところで売 るなら,う ちは注文を出 さないjと いった感 じで 栖圧力"を かけた り,文 句

を言った りす ることが多 々あ るそ うだ」 な ど。「提 言 染.L場 の"主 体性"育 成を」『繊研新聞』

1989$.5月16日 付。
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た と えば,あ る企 業 で の ヒ ア リ ン グで は次 の よ うな声 が 聞か れ た。

.「基 本的 に は気 を遣 う必 要 はな い と思 うん で す 。 た だ片 方 で メー カ ー との

柱 が あ って そ れ に頼 らざ るを え な い とい う弱 い と ころ が あ る。 自販 が もつ

避 と拡 大 で きて 自分 の 力 が つ けば メー カー に対 して も強 い発 言 に至 る と思 い

ます ね 。 や っ ぱ り力 関 係 で ね 。 パ ー トナ ー シ ッ プ とか イ コ ー ル ・パ ー ト

ナ ー とい う言 葉 が あ ります が 実 際 は まだ 弱 い 」。

こ う した 行 動 は,実 際 に は織 布 ・染 色 企 業 側 の 自主 規制 的 な側 面 もあ る と思

わ れ るが,そ の場 合 で も合 繊 メー カー 側 の 意 向(何 らか の意 思 表 示 の有 無 は別

と して)と 無 関係 と は思 え ない 。 つ ま り,取 引 先 の 複 数 化 ・自販 化 に伴 う潜 在

的 な コ ンフ リク トの発 生 の 可 能 性 に対 して は,合 繊 メー カー側 の意 向 に 沿 っ た

調 整 が はか られ て い る と言 う こ とが で き よ う。

で は,織 布 ・染 色 企 業 側 が 合繊 メー カー の 側 の 意 向 に沿 った行 動 を とる傾 向

に あ る の は なぜ で あ ろ うか,

これ は まず 第1に,リ ス ク負 担 の 問 題 と関 わ って い る。 委 託 加 工 の場 合,糸

や 生 機 は合 繊 メー カー か ら供給 さ れ るた め,そ れ らを購.入す る た め の運 転 資 金

は必 要 で な く,販 売 に か か る コ ス トも軽 減 さ れ る。 ま た在 庫 リス ク も存 在 しな

い 。 と こ ろが 自販 を開 始 す る とな る と大 きな運 転 資 金 が必 要 とな り,さ ら に在

庫 リ ス ク も拡 大 す る。 した が って,自 販 化 を 進 め るに して も,安 定 的 な経 営 を

行 な うた め に は委 託 加 工 に よ って工 場 を 操業 させ る部 分 を確 保 しな けれ ば な ら

ない 。 この た め 合 繊 メ.一カー は 発 注.者と して.重要 な存 在 とな る ので あ る3㌔

第2に 差 別 化 糸 の 供 給 とい う問.題が あ げ られ る 。合 繊 メー カ ー は 自社 の戦 略

素 材 で あ る差 別 化 糸 につ い て は,自 らの チ ョ ップ 品 に優 先 的 に投 入 して お り,.

糸 売 りに あて られ る部 分 は チ ョ ップ品 の それ と比 較 して グ レー ドが 落 ち る。 つ

ま り織 布 ・染 色 企 業 側 は,そ う した 最先 端 の差 別 化糸 は合 繊 メ ー カ ー の委 託 加

31)た とえば,「 自販部門は売上高で は半 分弱にな って きたが,工 場 の操業 を支 えているのはいぜ

ん 賃加工 で あ る。 この ため発 注先 の合繊 メー カー には気 を遣 う1な ど。「繊 維 産業 は ど こヘ

トップの証言 ・27」「繊研新聞」1988年5月25日 付。
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工 を通 じて で な けれ ば 入 手 しえな い ので あ る。 織 布 ・.染色 企 業 に.とって 最 先 端.

の 差 別 化 糸 の供 給 を受 け続 け る こ とが で き るか否 か は加 工 技 術 の向..hに 関 わ っ

て い る。 た とえば 新 合 繊 の 加工 技 術 ・ノ ウハ ウの蓄 積 は新 合 繊 の供 給 が な けれ

ば で き ない 。 ヒ ア リ ング に よれ ば,機 密 管理 が不 十 分 で あ る と思 わ れ る企 業 が
、ぞ

取引先を複数化 しようとした場合,ま た取引先の複数化 ・自販化がある質的 ・

量的な水準を超えていると合繊 メーカーに受けとられた場合,.合 繊メーカーは

そ こへ機密性の高い戦略的な素材の加工は委託せず,よ り一般的な素材の加工

を委託するとい うように,発 注政策が変更される可能性はあるようである。

では,な ぜ差別化糸の供給が意味を持つのかということについて,さ らに若

干の解釈を加えておこう。今日,ポ リエステル長繊維製品の高付加価値化にお

いて原糸製造 ・糸加工 ・製織 ・染色加.1:の各..i:程の垂直的な連携が重要である

ことは先に指摘 したとお りであ り,こ のことが織布 ・染色企業のモノづ くりに

おける地位の向上を可能にした。しか し各1:程 問を比較 した場合,基 本的には

原糸製造段階が高付加価値化においてより主導的な地位にあ り,そ してその供

給源はより限られている。このためそれを保有する合繊.メーカー側がより優位

な立場にあるということを上の例は示唆 している。

以上のようなリスク負担の問題と差別化糸の供給の問題が絡み合うことに

よって,織 布 ・染色企業側の行動は合繊 メーカーのPTの 一員としての立場を

意識 したものとなるのである。

こうした合繊メーカーと織布 ・染色企業との関係から,よ り自立的な経営判

断を下す うえで大 きな意味をもつのは,よ り重要な資源のコントロールとその

集中度(代 替源の利用の可能性)で あると考えることが可能かもしれなし蝉。

32)資 源 依 存 関 係 に あ る 組織 間 に お い て,あ る組 織 が他 の 組 織 に と う て よ り重 要 な資 源 を コ ン ト

ロ ー ル し,そ の 集 中度 〔代 替 源 の 利 用 の 困 難 性)が よ り高 い 場 合 に,あ る 組織 は他 の組 織 に対 し

て パ ワー を持 つ と い う考 え 方 は,J鯉lrreyprer「 ←randGem1(IR.SaW・dk,TheFeemslControl

qプ0㎎ α所定躍如η一dResourceDependencePerspective,HarpcrandRow,1978,な ど。 な お,や

は りこ う した 資 源 依 存 モ デル を ド請 関 係 の 解 明 に 適 用 した もの と して,港 徹 雄 「下請 巾小 企 業 の

新 局 面 とそ の理 論 展 開 」 『商 工 金 融1第35巻 第1号,1985年1月,同 「依 存 関 係 と下 請 生 産 シ ス

テ ム の変 貌 」 『商 工 金融 」 第40巻 第2号,1990年2月,が あ る。
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合 繊 メ ー カ ー と有 力 な織 布 ・染 色 企 業 は相 互 に発 注 者,生 産 者 と して不 可 欠 の

存 在 とな りつ つ あ るが,合 繊 メー カー の 保 有 す る戦 略 素材 とそ の 開発 力,そ し

て それ に裏 付 け られ た販 売 力 が,織 布 ・染色 企 業 の保 有す る加 工技 術 とそ の 開

発 力 に比 べ,現 状 で は基 本 的 に重 要 性 と集 中度 にお い て優 位 に あ り,こ の こと

が 各 企 業 間 の関 係 を規 定 して い る と思 わ れ るの で あ る。
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3.二.・.一部 の染 色 企 業 にお け る 自立性 の 高 ま り

さて,資 源 の 重 要 性 とそ の供 給 源 の 集 中度 とい う概 念 と関わ るが,独 自の 優

れ た加 工 技 術 とそ の 開 発 力 を 有 して い る一 部 の染 色 企 業 は,よ り 自立 的 な行 動

を と り始 め てい る詔,。こ こで そ の例 を と りあ げ よ う。

有 力 な染 色 企 業 の 巾 に は,川 下指 向 を 強 め,ア パ レ.ル・メ.一カ ーや 大 手 の 小

売 店 に 対 して独 自 に営 業 活 動 を 行 な っ て い る もの が あ る。 他 方,近 年 アパ レ

ル ・メ ー カー や 小 売 店 側 は 自 ら の 商 品 企 画 に 生 か す た め に,合 繊 メ ー カー の

持 って い る糸 や,染 色 企 業 の持 って い る加 」.:法な ど,素 材 に関 す る情 報 収 集 を

よ り積極 的 に行 な いつ つ あ る。

そ して,染 色 企 業 が持 って い る加 工 技 術 が アパ レル ・小 売 店 側 の ニー ズ と.合

致 し,そ れ が そ の 染色 企 業独 自の加..工技 術 で あ る場 合,テ キ ス タイ ル製 品 の 開

発 にお い て加 工 を担 当 す る染 色 企 業 が.先に決 ま る ケ ー スが あ る。 そ の 場 合.糸

や 生 機等 の 素材 につ い て は市 場 か ら調 達 が 可 能 な もの は染 色 企 業 の 自販 部 門 が

購 入 す る。 また,そ うで な い もの は アパ レル1小 売 側 や 染 色 企 業 が 持 って い る

各 合 繊 メー カ讐 の 素材 に 関す る情 報 を も とに,最 適 の 素 材 を持 ち合 わ せ て い る

合 繊 メFカ 」か ら供給 を うけ る。

こ う した形 態 の取 引 は,合 繊 メ ー カ ー と製 品 分 野 ・取 引 先 が 競 合 す る可 能 性

も大 きい が,染 色 企業 は これ を拡 大 させ る こ と に よ って 自販 にお い て 独 自の 地

33)こ うしたことが織布企業 よ りも染色企業の方にみ られる理由 としては,現 状では染色 加1:段 階

に比 べて,累 加⊥.製 織段階での差別化 ・高付加価値化は糸か らくる要素がよ り大きい とい うこ

と と関わっている ものと思われ る。
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位 を築 く条 件 を有 して い る。 また 他 方 で は,合 繊 メー カー との 委 託 加 工 に お い

て 引 き続 き商 品 の共 同 開発 を行 な う と同時 に,従 来 ゐ 東 レ系 ・帝 人 系 の枠 を こ

え た受 注 活 動 も行 なわ れ てい る。 これ が 可 能 とな るの は 需 要 家 な い しは 最 終 製.

品市 場 の ニ ー ズ に合 致 した,他 社 にな い 加 工 技 術 の 開 発 を 行 な って い るた め で

あ る鋤。

V小 括

以.ヒ,合 繊 メー カー と織 布 ・染 色企 業 の 関係 を,織 布 ・染 色.企業 側 の技 術 蓄

積 に よ る依 存 関 係 の 変 化,取 引 先 の 複 数 化 ・自販化 へ の動 き,お よ び それ に と

もな うコ ンフ リク トの 調 整 の あ り方 か ら,そ の特 徴 を み て きた。 こ こで あ らた

め て 整 理 して お こ う。

わ が 国 の ポ リエ ス テ ル 長繊 維織 物 は,国 際競 争 の激 化 の 中で 高 付 加 価 値 化 に

よ る非 価 格 競争 力 を 高 め,ま た,今 日さ ら な る高 付 加 価 値 化 が 追 求 され て い る。

こ う した 中,有 力 な織 布 ・染 色 企 業 は技 術 力 ・商 品 開発 力 の蓄 積 に よ り,合 繊

メ ー カ ー の テ キ ス タ イル事 業 に と っ て重 要 な存 在 と な りつ つ あ る。

他 方,織 布 ・染色 企 業 側 の技 術 蓄 積 は,取 引 先 の 複 数 化 ・自販 化 な ど を進 め

る 条件 とな り,実 際 に そ れが 指 向 され て い る。 しか し,織 布 ・染 色企 業 の 取 引

先 の複 数 化 ・自販 化 は,合 繊 メ ー カ ー.にと って デ メ リ ッ トと な る場 合 が あ る。.

現 状 で は,こ う.した経 営 判 断 につ い て は,多 くの 場 合,合 繊 メー カー の 意 向

に影 響 を受 け て お り,両 者 間 の コ ン フ リ ク トは,通 常 合 繊 メー カー の 意 向 に沿

うか た ちで 調 整 さ れ て い る とい え よ う。 こ れ は 織 布 ・染 色 企 業 に と って 合 繊

メ ー カ ーが リス ク負 担 の 点 か ら重 要 な発 注 者 で あ る こ と に加 え,最 先 端 の差 別

化 糸 は合 繊 メ ー カ ーか ら の委 託 加 工 を通 じて しか供 給 さ れ な い こ と と関 わ って

い る。 また,差 別 化 糸 の 供 給 が 意 味 を もつ の は,ポ リエ ス テ ル長 繊 維 織 物 の高

34)た だ しこうした場合,委 託 加工において東 レ ・帝人の両社か ら最先端 の戦略素材 の供給 を受 け

られる とは限 らないよ うである。他方,染 色企業 も独 自の加工技術 は自販品 に優先 的に使用す る

とい うことがあ る。
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付加価値化において原糸製造段階が主導的な地位にあることを示唆 している。

こうした企業間の関係は,資 源依存関係におけるより重要な資源のコント

ロールとその集中度にもとつくパワーの問題 として考えることが適合的かもし

れない。これは工程間あるいは企業間の技術開発,市 場のニーズ,川 下業界の

動向などによって変化する可能性があり,実 際に一部の有力な染色企業は,自

販においてより自立的な行動をとりつつある劉。

さて,本 稿では合繊 メー.カーと織布 ・染色企業の企業間関係を,受 注企業側

のいわば自立性という開題に限定してとりあげてきたわけであるが,最 後に本

稿でとりあげられなかった問題について若干ふれておきたい。

1980年 代末頃から染色業界では,生 機 ・染め上げ品の長期保管時の保管料の

負担,基 準地域外への発送や分割 ・小口出荷時の物流費の負担,と いった取引

条件に関する諸問題を改善しようという動 きが生 じた。これは業界団体や個別

企業の とりくみを通 じてある程度の改善がみられたが,ま だ未解決の部分が残

されている。また,そ うした状況は本稿で対象 としたような上位層においても

当然存在 している。一方,加.1二賃についても,独 自の加工技術によって自販な

どでより自立的な行動をとっている企業でも,あ る局面では定番品の加工の受

注において安値での受注獲得競争に走らざるをえないということがある。

加.ユ=賃や取引条件の交渉力は需給バランスによっても変動 しているpま た,.

これらは発注者と織布 ・染色企業の関係であると同時に,合 繊 ・織布 ・染色を

含むテキスタイル業.界と需要家であるアパレル業界等 との関係にも関わってお

り,問 題は複雑である。ただ少な くとも企業レベルでみると,同 一の発注者に

対する自立的な経営判断と,加 工賃や取引条件の決定の際の交渉力の弱さは共

存 している場合がある。

こうした点から,企 業間関係についての総合的な解明を行なうとすれば,そ

35)昨 今の急激 な為替相場の変動お よびア ジア諸 国の白頭 によ って国際競争 はさらに厳 しさを増 し

て お り,合 繊業界 は新 たな対応 を迫 られてい る。 こ うした環境 の変化は,こ こにあげた技術開

発 ・市場 ・関連業 界の動向 と.合わせて,.今 後,合 繊 メーカー と織布 ・染色企 業の関係 にさまざま

な影響 を与えてい くことが予想される。
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れは本稿でとりあげたような自立的な経営判断の問題に加えて,取 引条件の決

定等における交渉力の問題も含めて行なう必要があるか もしれない絢。これは

今後の課題である。

本稿 の作成 にあ た り,合 繊 ・織布 ・染色 の各企業(16社)の 方々お よび業.界団

体(5団 体)の 方々に ヒアリング算 の御 協力 をいただいた。記 して感謝 したい。
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36)な お.港 徹雄氏 は 「親企 業の下請企業 に対す る統制(統 合)の 程度」 と 「下請企 業の親企業 に

対す る交渉力 の度合い」 とい う2つ の軸か ら下請生産関係を分析す るとい う枠組 みを提示 され て

い る。港徹 雄,前 掲 「下請中小企業 の新 局面 とその理論展開」,同 「依存関係 と下請生産 システ

ムの変貌」。


